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東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
報
告　

広
報
特
別
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

　

12
月
議
会
に
お
い
て
、
特
別
委
員
会

の
中
間
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
活

動
内
容
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
４

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ

多
く
の
方
が
避
難
を
継
続
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
市
民
が
十
分
な
復
興
を
実

感
で
き
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
を
取
り

戻
し
、
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
国
・
県

等
の
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
継
続

し
て
行
い
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
声
な

き
声
に
耳
を
傾
け
、
一
刻
も
早
い
本
市

の
再
生
・

自
立
を
実

現
さ
せ
る

べ
く
、
各

種
調
査
を

行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
10
月
27
・

28
日
、
東
京
都
あ
き
る
野
市
、
武
蔵
野

市
の
議
会
だ
よ
り
発
行
に
つ
い
て
先
進

地
行
政
視
察
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、あ
き
る
野
市
議
会
だ
よ
り
は
、

発
行
部
数
は
１
回
に
つ
き
２
万
５
千
650

部
を
新
聞
折
り
込
み
等
に
よ
り
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
き
る
野
市
議
会

だ
よ
り
「
ギ
カ
イ
の
時
間
」
は
、
平
成

25
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
第
８
回
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
に
お
い
て
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
に
留
意
す
る
点
と
し
て
、「
多

く
の
市
民
に
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

工
夫
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
詰
め
込

み
す
ぎ
な
い
こ
と
。
ど
こ
ま
で
削
れ
る

か
。
発
行
号
ご
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変

え
る
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
で
、
紙
面
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
内
容

が
薄
く
な
っ

た
と
の
問
い

合
わ
せ
は
市

民
か
ら
無

か
っ
た
の
か

と
伺
っ
た

と
こ
ろ
、

物
足
り
な

い
と
い
う

意
見
は
無

い
と
の
事

で
し
た
。

　

次
に
、
武

蔵
野
市
議
会
だ
よ
り
は
、
発
行
部
数
は

１
回
に
つ
き
８
万
３
千
350
部
。
そ
れ
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、

全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
に
留
意
す
る
点
と
し
て
、
議
会

だ
よ
り
は
、
情
報
の
「
入
口
」
と
い
う

位
置
づ
け
で
あ
り
、
編
集
に
際
し
、
紙

面
を
簡
素
化
し
文
字
の
量
を
少
な
く
し

て
、
内
容
を
分
か
り
や
す
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

２
年
前
か
ら
カ
ラ
ー
化
に
よ
り
見
や
す

さ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
化
に

あ
た
っ
て
は
、
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
を
終
え
、
２
市
に
共
通
す
る
部

分
と
し
て
、ど
ち
ら
の
市
も
「
読
ん
で
、

見
て
も
ら
え
る
工
夫
」
と
し
て
、
文
字

量
を
減
ら
し
カ
ラ
ー
化
し
て
、
見
や
す

さ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
を
参
考
に
、「
み
な
み

そ
う
ま
市
議
会
だ
よ
り
」
が
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
紙
面
づ
く
り
に
留
意

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
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員
長　

水
井
清
光

副
委
員
長　

太
田
淳
一

先進地行政視察「あきる野市」

先進地行政視察「武蔵野市」

日　付 議　題 内　　　容
H26.12.22 特別委員会の設置 20名の委員（正副議長を除く）で構成する委員会を設置。
H27.1.27 ふくしま道づくりプランについて 相双建設事務所を招致し、県道整備について説明を受け質疑を行った。
H27.2.04 要望活動 営業損害賠償の継続を求める要求書を関係機関へ提出した。
H27.2.18 要望活動 道路整備に関する要望書を県へ提出した。
H27.4.13 現地調査 福島第一原子力発電所に赴き、現地調査および廃炉に係る説明を受け質疑を行った。
H27.6.08 現地調査 可燃性廃棄物減容化施設（飯舘村蕨平）に赴き、現地調査および環境省からの説明を受け質疑を行った。
H27.6.12 中間貯蔵施設への搬入に係る課題について 環境省を招致し、パイロット輸送等についての説明を受け質疑を行った。
H27.9.25 意見書提出 中間貯蔵施設の整備と仮置き場からの早期搬出等に関する意見書を関係機関へ提出した。
H27.10.19 現地調査 ９月豪雨による除染廃棄物等が入った大型土のう袋の流出について、現地調査を行った。
H27.11.04 大型土のう袋等の河川流出について 環境省を招致し、大型土のう袋等の河川流出について説明を受け質疑を行った。
H27.11.13 現地調査 県立ふたば未来学園高等学校に赴き、現地調査および学校長との懇談を行った。
H27.12.21 現地調査 竹中JVに赴き、除染作業員の住環境や指導状況等の説明を受け質疑を行った。

ふたば未来学園の視察状況

東日本大震災・原子力災害復旧復興調査特別委員会　活動内容
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一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答

を
、
平
成
28
年
度
も
引
き

続
き
実
施
す
る
。

問　

今
後
、
直
播
技
術
を

活
用
し
た
低
コ
ス
ト
で
省

力
的
な
米
づ
く
り
を
希
望

す
る
農
業
者
に
対
し
、
機

械
導
入
へ
の
補
助
な
ど
具

体
的
な
支
援
策
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

答　

米
の
生
産
に
当
た
っ

て
は
、
一
層
の
効
率
化
や

低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
農
業

所
得
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
米
の
直
播
栽
培

等
の
営
農
技
術
の
普
及
・

定
着
に
あ
わ
せ
、
機
械
化

や
一
貫
作
業
体
制
の
確
立

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

地
域
担
い
手
農
業
者
等
の

育
成
に
あ
わ
せ
、
農
業
機

械
の
導
入
に
対
し
て
国

及
び
福
島
県
の
補
助
制
度

を
活
用
し
、
支
援
し
て
い

く
。

問　

避
難
指
示
区
域
外
に

お
け
る
農
地
除
染
の
進
捗

状
況
と
、
平
成
28
年
産
米

の
作
付
に
向
け
た
代
か
き

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の

程
度
か
。
ま
た
、
平
成
28

年
の
目
標
面
積
は
ど
の
程

度
に
設
定
す
る
の
か
。

答　

除
染
の
進
捗
率
は
、

11
月
末
で
田
が
88
％
、
畑

が
58
％
、
全
体
で
79
％
の

状
況
で
あ
る
。
代
か
き
の

申
し
込
み
は
、
11
月
25
日

で
536
件
、
959
・
９
ha
で
す
。

28
年
の
作
付
目
標
面
積

は
、
JA
そ
う
ま
と
協
議
し
、

１
千
800　

と
設
定
す
る
。

問　

平
成
28
年
度
に
お
け

る
営
農
再
開
支
援
策
に
つ

い
て
、
前
年
と
同
様
の
支

援
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

答　

平
成
28
年
度
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
前
年
と

同
様
と
な
る
よ
う
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
に
実
施

の
作
付
再
開
奨
励
金
制
度

そ
の
他
の
質
問

❶ 

生
産
基
盤
整
備
事
業
対

策
の
状
況
は

❷ 

地
域
特
性
を
生
か
す
新

た
な
発
想
は

❸ 

農
林
水
産
業
再
興
プ
ラ

ン
の
策
定
状
況
は

秋の刈取り風景（原町区牛来）

今
後
の
農
業
再
生
の

今
後
の
農
業
再
生
の

具
体
的
考
え
は

具
体
的
考
え
は

奥村 健郎 議員

質問を終えて
　これからの米づくりや野菜
作りは、コスト低減と地域農
家の力がなにより必要です。

一
般
質
問

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

空
間
線
量
は
、
概
ね

20　

／
年
を
下
回
る
と
見

込
ま
れ
る
が
、
局
所
的
に

高
い
所
は
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
除
染
を
行
う
。
イ

ン
フ
ラ
は
、
ほ
ぼ
復
旧
し

て
い
る
が
、
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。
住
民
と
の
協
議

は
、
住
民
説
明
会
や
懇
談

会
等
で
、
丁
寧
に
意
見
交

換
を
行
う
。

問　

解
除
の
最
終
判
断
に

市
民
の
代
表
で
あ
る
、
市
長

判
断
は
考
慮
さ
れ
る
の
か
。

答　

市
の
考
え
方
、
市
長

の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
な

い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

市
長
は
、
賠
償
と
解

除
は
切
り
離
す
と
言
っ
て

い
る
が
、
実
際
は
リ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
も
全
損
評
価
す

る
よ
う
、
国
に
求
め
て
い

く
。

問　

市
は
平
成
28
年
４
月

を
避
難
指
示
区
域
の
解
除

目
標
時
期
と
定
め
、
そ
の

判
断
時
期
を
12
月
を
目
途

と
す
る
旨
、
答
弁
し
て
い

た
が
、
現
況
を
伺
う
。

答　

残
念
な
が
ら
、
現
時

点
で
除
染
等
の
完
了
時
期

が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
判
断
で
き
る
状
況

に
は
な
い
。

問　

で
は
、
い
つ
頃
に
判

断
す
る
の
か
。

答　

２
月
の
市
民
説
明
会

に
は
、
少
な
く
と
も
除
染

の
完
了
時
期
は
、
市
民
に

報
告
で
き
る
と
思
う
。

問　

避
難
指
示
解
除
に
向

け
た
国
の
基
本
的
な
考
え

方
。
①
空
間
線
量
20　

／

年
以
下
。
②
イ
ン
フ
ラ
や

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
概

ね
復
旧
し
、
除
染
作
業
が

十
分
に
進
捗
す
る
こ
と
。

③
県
・
市
町
村
・
住
民
の

方
々
と
の
協
議
を
踏
ま

え
、
国
が
解
除
を
行
う
、

と
あ
る
が
、
各
々
の
進
捗

質問を終えて
　解除＝元の生活が取り戻せ
ることにはならない。いよい
よ正念場。誤りなき判断を望
む。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

災
害
瓦
礫
処
理
や
家
屋

解
体
の
進
捗
状
況
は

❷ 

国
の
示
す
、
積
算
被
曝

量
20　

／
年
の
根
拠
は

❸ 

道
路
網
整
備
と
JR
常
磐

線
全
線
開
通
の
見
通
し
は

３ケ月毎に開催される市民説明会

避
難
指
示
解
除
の

避
難
指
示
解
除
の

見
通
し
と
課
題

見
通
し
と
課
題

今村 　裕 議員

msv

msv

msv

ha


